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森田しのぶ
日本医労連顧問

１２
月
６
日
〜
７
日
、
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
で
春
闘
討
論
集
会
を

開
き
、
６
全
国
組
合
・
３９
県
医

労
連
か
ら
２
４
５
人
（
集
団
視

聴
含
む
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

23
春
闘
討
論
集
会
は
、
エ
デ
ュ

カ
ス
東
京
を
会
場
に
、
オ
ン
ラ
イ

ン
併
用
で
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年

よ
り
も
リ
ア
ル
参
加
者
が
増
え
、

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
と
の
比
率
は

半
々
と
い
う
参
加
状
況
で
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
佐
々
木
悦
子

中
央
執
行
委
員
長
は
「
ケ
ア
労
働

者
の
賃
金
改
善
の
流
れ
を
止
め

ず
、
8
0
0
万
人
を
超
え
た
医
療

・
福
祉
労
働
者
の
社
会
的
役
割
に

ふ
さ
わ
し
い
賃
金
、
労
働
条
件
の

獲
得
を
目
指
そ
う
」
と
訴
え
ま
し

た
。森

田
進
書
記
長
は
春
闘
構
想
の

統
一
要
求
と
し
て
、
▽
月
4
万
円

以
上
、
時
給
2
5
0
円
以
上
の
賃

上
げ
、
企
業
内
最
賃
の
時
給
1
5

0
0
円
以
上
▽
夜
勤
改
善
・
大
幅

増
員
▽
社
会
保
障
制
度
改
悪
反
対

▽
憲
法
改
悪
阻
止
―
を
示
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
公
定
価
格
で
あ
る

診
療
報
酬
や
介
護
報
酬
に
影
響
を

与
え
て
い
く
た
め
に
要
求
の
練
り

上
げ
、
要
求
書
の
提
出
、
ス
ト
ラ

イ
キ
の
組
織
化
を
強
調
し
ま
し

た
。上

が
ら
な
い
日
本
の

賃
金
を
考
え
る

記
念
講
演
で
は
労
働
政
策
研
究

・
研
修
機
構
の
呉
学
殊
氏
が
「
日

本
の
賃
金
は
な
ぜ
上
が
ら
な
い
の

か
、
ど
う
す
れ
ば
上
が
る
の
か
」

と
題
し
て
、
韓
国
の
労
働
運
動
を

紹
介
し
つ
つ
、
日
本
の
賃
金
が
上

が
ら
な
い
原
因
に
つ
い
て
、
研
究

結
果
を
解
説
し
ま
し
た
（
ス
ラ
イ

ド
写
真
上
）
。
講
演
を
う
け
て
参

加
者
は
、
労
働
組
合
の
重
要
性
を

再
確
認
で
き
た
、
仲
間
を
増
や
し

て
組
織
率
を
高
め
、
経
営
者
に
対

し
て
物
が
言
え
る
よ
う
に
な
ら
な

け
れ
ば
、
と
感
想
を
寄
せ
て
い
ま

し
た
。

学
び
と
交
流

分
散
会
討
論
は
7
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
生
計
費
原
則
に

基
づ
く
賃
金
闘
争
、
賃
金
要
求
作

り
、
産
別
統
一
闘
争
へ
の
結
集
を

共
通
テ
ー
マ
に
討
議
し
ま
し
た
。

春
闘
基
礎
講
座
で
は
、
森
田
し

の
ぶ
顧
問
と
鎌
倉
幸
孝
中
央
副
執

行
委
員
長
か
ら
、
春
闘
に
ま
つ
わ

る
歴
史
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

と
く
に
森
田
顧
問
の
講
義
で
は
、

看
護
師
の
闘
い
や
、
日
本
医
労
連

の
産
別
統
一
闘
争
の
歴
史
が
語
ら

れ
ま
し
た
。

※
呉
学
殊
氏
の
講
演
録
は
月
刊

「
医
療
労
働
」
の
2
月
号
に
掲
載

予
定
で
す
。

争
議
組
合
交
流
会
議
は
、
係
争

中
の
争
議
組
合
、
お
よ
び
こ
の
1

年
間
で
解
決
（
終
結
）
し
た
争
議

組
合
と
そ
の
加
盟
組
織
を
対
象
と

し
て
お
り
、
本
会
議
に
は
16
組
織

か
ら
、
係
争
中
14
件
、
終
結
4
件

あ
わ
せ
て
18
件
の
エ
ン
ト
リ
ー
が

あ
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
組
織
が

争
議
報
告
を
行
い
、
争
議
の
経
過

や
教
訓
を
交
流
し
ま
し
た
。

会
議
冒
頭
、
米
沢
哲
組
織
共
闘

局
長
が
、
日
本
医
労
連
の
「
た
た

か
い
の
産
別
基
本
方
針
」
を
提
起

す
る
と
と
も
に
、
会
議
の
目
的
や

交
流
の
意
義
を
共
有
し
ま
し
た
。

争
議
報
告
の
特
徴
は
、
不
当
な

雇
止
め
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
個

人
を
的
に
し
た
事
件
が
三
分
の
一

を
占
め
て
い
る
点
で
す
。
個
人
へ

の
人
権
侵
害
と
い
う
深
刻
な
事
態

が
職
場
で
広
が
っ
て
お
り
、
看
過

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、

労
働
組
合
を
結
成
し
た
こ
と
に
対

す
る
攻
撃
の
報
告
も
複
数
あ
り
、

こ
れ
ら
の
た
た
か
い
を
全
国
の
仲

間
で
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

神
奈
川
県
医
労
連
の
湘
南
中
央

病
院
労
働
組
合
は
放
射
線
科
の
残

業
代
未
払
い
を
巡
っ
て
、
昨
年
7

月
に
組
合
を
結
成
し
て
た
た
か
っ

て
い
ま
す
。放
射
線
科
の
科
長（
組

合
員
）
が
不
当
な
降
格
処
分
を
受

け
る
と
い
う
不
当
労
働
行
為
も
発

生
し
て
い
ま
す
。
裁
判
の
傍
聴
支

援
も
含
め
、
支
援
体
制
を
し
っ
か

り
構
え
な
が
ら
勝
利
を
め
ざ
し
て

た
た
か
っ
て
い
く
決
意
が
語
ら
れ

ま
し
た
。

青
森
県
医
労
連
の
つ
が
る
西
北

五
広
域
連
合
職
組
か
ら
は
、
組
合

委
員
長
の
定
年
後
の
再
任
用
拒
否

と
い
う
不
当
労
働
行

為
を
め
ぐ
る
争
議
に

つ
い
て
、
終
結
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

労
働
組
合
の
弱
体
化

を
狙
っ
た
攻
撃
は
許

さ
れ
な
い
と
た
た
か

い
に
立
ち
上
が
り
、

再
任
用
は
叶
わ
な
か

っ
た
も
の
の
勝
利
和

解
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。
裁
判
を
た
た
か

う
中
で
支
援
す
る
会

が
結
成
さ
れ
、
傍
聴

支
援
や
署
名
の
取
り

組
み
な
ど
多
く
の
方

の
支
援
に
「
勇
気
づ

け
ら
れ
た
」
と
支
援

の
重
要
性
が
語
ら
れ

ま
し
た
。
同
時
に
、

当
該
労
組
が
前
面
に

立
っ
て
た
た
か
う
必
要
性
も
教
訓

と
し
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

１２
月
６
日
〜
７
日
、
日
本
医
労
連
は
争
議
組
合
交
流

会
議
（
第
４５
回
争
議
対
策
会
議
）
を
、
春
闘
討
論
集
会

の
分
散
会
と
並
行
し
て
開
催
。
１２
加
盟
組
織
１５
件
の
争

議
の
経
過
や
教
訓
を
交
流
し
ま
し
た
。
会
議
に
は
３
全

国
組
合
９
県
医
労
連
２３
人
（
オ
ン
ラ
イ
ン
含
む
）
が
参

加
し
ま
し
た
。

た
た
か
い
の
産
別
基
本
方
針

一
、
「
一
人
の
仲
間
へ
の
攻
撃
も
産
別
の
力
で

守
り
抜
く
」
立
場
で
生
活
面
・
精
神
的
に

も
職
場
と
地
域
で
厳
し
い
た
た
か
い
を
強

い
ら
れ
て
い
る
仲
間
た
ち
へ
の
支
援
と
連

帯
行
動
を
強
化
す
る
。

二
、
闘
争
を
支
え
る
財
政
支
援
に
取
り
組
む
。

争
議
支
援
カ
ン
パ
を
全
加
盟
組
織
で
取
り

組
み
、
争
議
を
産
別
全
体
で
支
え
る
。

三
、
使
用
者
か
ら
の
不
当
な
攻
撃
を
跳
ね
返
す

た
め
労
働
組
合
の
日
常
活
動
や
組
織
の
拡

大
強
化
を
行
い
、
た
た
か
い
の
中
で
仲
間

を
増
や
し
、
争
議
に
勝
利
し
、
要
求
を
前

進
さ
せ
た
経
験
に
学
び
広
げ
る
。

四
、
労
働
組
合
へ
の
不
当
労
働
行
為
は
放
置
せ

ず
、
断
固
と
し
て
反
撃
し
、
正
常
な
労
使

関
係
を
構
築
す
る
。
学
習
を
重
視
し
労
働

組
合
の
基
礎
的
力
量
を
高
め
る
。

係争中及び終結組合
■係争中の事件
【全医労】全医労武蔵支部：不当労働行為事件 【全労災】不当労働行為事件
【国共病組】不当労働行為事件 【北海道】恵和会労働組合：不当労働行為事件
【北海道】恵和会労働組合：損害賠償請求事件（一般） 【東京】厚生壮病院労
働組合：不当労働行為事件・解雇事件 【千葉】千歳会労働組合：不当労働行
為事件 【神奈川】湘南中央病院労働組合：不当労働行為事件 【岐阜】シン
シア高山フロックスユニオン：不当労働行為事件 【大阪】（国共）大手前
支部：不当労働行為事件 【愛知】サニーライフ豊橋労働組合：不当雇止め事
件 【愛知】南医療生協労働組合：不当労働行為事件 【広島】府中みくまり
病院労働組合：不当労働行為事件 【沖縄】育成福祉会労働組合：不当労働行
為事件

■終結・終了事件
【北海道】恵和会労働組合：損害賠償請求事件（老健） 【青森】つがる西北五
広域連合職員労働組合：不当雇止め事件 【石川】大生食品工業労働組合：不
当労働行為事件 【大阪】北野病院労組：労働条件不利益変更事件

サ
ニ
ー
ラ
イ
フ
豊
橋
労
働
組
合
は
「
不
当
雇
止
め
事
件
」
で

た
た
か
っ
て
い
ま
す
。
全
国
1
5
0
以
上
の
介
護
事
業
所
を
も

つ
サ
ニ
ー
ラ
イ
フ
の
豊
橋
で
、
パ
ワ
ハ
ラ
や
サ
ー
ビ
ス
残
業
に

よ
る
離
職
者
が
後
を
絶
た
な
い
こ
と
か
ら
2
0
1
9
年
12
月
労

働
組
合
を
結
成
。
組
合
の
纐
纈
委
員
長
（
看
護
師
）
の
、
定
年

後
継
続
雇
用
を
「
総
合
的
な
判
断
」
と
拒
否
し
た
こ
と
は
労
働

組
合
の
弱
体
化
を
狙
っ
た
不
当
労
働
行
為
だ
と
し
、
2
0
2
2

年
2
月
7
日
名
古
屋
地
裁
豊
橋
支
部

に
提
訴
し
ま
し
た
。
記
者
会
見
で
纐

纈
委
員
長
は
、
「
利
用
者
に
良
い
介

護
を
す
る
た
め
に
も
裁
判
を
闘
う
決

意
を
し
た
」
と
発
言
し
、
全
て
の
サ

ニ
ー
ラ
イ
フ
を
働
き
や
す
い
職
場

に
、
同
時
に
利
用
者
に
と
っ
て
も
安

心
で
き
る
施
設
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。
裁
判
は
地
元
、
東
三
河
労
連
を

は
じ
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
県
の
内
外
へ

も
運
動
が
展
開
さ
れ
新
し
い
支
援
の

輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

愛
知
・
サ
ニ
ー
ラ
イ
フ
豊
橋
労
働
組
合

２３春闘
討
論
集
会

す
べ
て
の
サ
ニ
ー
ラ
イ
フ
が
働
き
や
す
い
職
場
に

そ
し
て
、
利
用
者
が
安
心
で
き
る
施
設
に

一一一
人人人
ののの
仲仲仲
間間間
へへへ
ののの
攻攻攻
撃撃撃
ももも

産産産
別別別
ののの
力力力
ででで
守守守
りりり
抜抜抜
くくく

争

議
第４５回
策
会

対



2023年1月1日（ ）昭和36年9月15日
第三種郵便物認可医 療 労 働 者（毎月第2・4木曜日発行）第1793・94号（3）

１ 飛車と並ぶ将棋の大駒
２ 満……、人……、定……
３ インテリ、……階級
４ 水を口に含んでガラガラ
５ ……をもって……を制す
６ ＳＮＳでは「共感した」の意味
７ 童謡「大黒様」の中のウサギ
１２ うれしい時の顔つき
１３ ウサギ追いしかの山～で始まる唱歌の

題名は？
１４ コロナもインフルエンザもチクリ
１５ 「蠢く」って読めますか？
１６ 日本ではウサギが餅をつく
１８ プライド、……心
１９ 宿泊施設の古風な表現
２０ 日本の……の単位は円
２１ ウエストを測る時に使います
２２ 漢字から作られた仮名文字
２５ 赤い……で結ばれている結婚相手
２７ 傷が治り皮膚がくっつきました
２８ 蔵王は……山脈にある山
２９ 馬より小型でロバに似ています
３２ 関西の方言で凧を……のぼり
３４ 東海道は五十三……
３６ ゼブラは……うまのことです

１ 不思議の国のアリスに登場する白ウサ
ギの持ち物

８ 危うきに近寄らず、豹変もします
９ ……校、……者、……習
１０ 渓流釣りの代表的な魚
１１ 新進……の学者
１３ 父は磯野波平、母の名は？
１４ 牡丹の花札に描かれている生物
１６ 長寿のめでたい鳥

１７ 牛にあって馬にないもの
１８ 童謡のウサギは何見て跳ねる？
２２ バーチャルリアリティーとは……的な

現実感のことです
２３ 針の糸を通す穴
２４ 鳥の羽の色に例えた薄い桃色
２６ 延長の反対語は？
２８ 卯の花の別称
３０ 泣く子と……には勝てぬ
３１ 五輪で燃えます
３３ トンボの幼虫
３４ 郵便物を数える言葉

３５ シンデレラの乗り物はカボチャの……
３７ 首都はオタワ
３８ ロバの異称
３９ 鉄道のレールが固定されます

【パズル解答】1789号の答えは「ジングルベル」
でした。正解者の中から抽選でクオカードを贈呈
します。
【応募方法】①組合（病院）名、②職種、③氏名、
④郵便番号、⑤住所を記入し、解答を1／19（木）
までにご応募ください。「読者のページ」もご寄
稿下さい。
【応募先】
〒110－0013 台東区入谷1－9－5
「日本医労連教育宣伝局」
ＦＡＸ：03－3875－6270
E-mail：n-ask@irouren.or.jp

医労連の１０００ある単組・支部で運動に、
組織拡大に奮闘する「ふやす人」をご紹
介します。
今回は、石川県医労連の花野洋子さん

です。

石
川
県
七
尾
市
の
恵
寿
総
合
病
院
労
働
組

合
で
執
行
委
員
長
を
し
て
い
る
花
野
洋
子
で

す
。
現
在
は
、
老
人
保
健
施
設
和
光
苑
で
看

護
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

病
院
か
ら
異
動
し
て
、
施
設
の
労
働
環
境

や
業
務
内
容
の
大
き
な
違
い
に
と
て
も
驚
き

ま
し
た
。
病
院
は
恵
ま
れ
て
い
た
な
〜
と
実

感
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
改
善
を
求
め
、
交

渉
し
、
少
し
ず
つ
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

労
働
組
合
の
活
動
や
必
要
性
、
大
切
さ
を

話
し
て
い
く
う
ち
に
介
護
福
祉
士
の
方
が
組

合
に
加
入
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
今
は
、

執
行
委
員
に
も
加
わ
り
、
協
力
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
続
い
て
お
り
、
会
う
こ
と
や

話
す
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
、

組
合
員
を
増
や
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

恵
寿
総
合
病
院
労
働
組
合
は
、
今
年
で
22

年
目
を
迎
え
ま
す
。
何
か
と
続
け
て
こ
れ
た

の
は
、
上
部
団
体
の
方
々
の
大
き
な
支
え
と

組
合
員
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
皆
で
組
織
拡
大
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
！

日本医労連は１２月７日、厚労省内で「２０２２年度夜勤実態調査」
結果の記者発表を行いました。調査は２４時間交替制勤務を行
う医療施設を対象に、今年６月の勤務実績について実施。全国
３４５施設・２５９８職場から回答を得ました。

石
川
・
恵
寿
総
合
病
院
労
働
組
合

花
野
洋
子
執
行
委
員
長
（
左
）

冒
頭
、
佐
々
木
悦
子
中
央
執
行
委

員
長
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
過
酷
な

勤
務
実
態
が
広
が
っ
て
い
る
と
告

発
。
「
早
急
に
看
護
職
員
を
増
や
さ

な
け
れ
ば
安
全
・
安
心
の
医
療
・
看

護
が
提
供
で
き
な
く
な
る
。
国
に
対

し
て
抜
本
的
な
改
善
を
図
る
こ
と
を

強
く
求
め
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

全
医
労
の
松
本
よ
し
子
副
委
員
長

は
現
場
実
態
を
報
告
。
「
患
者
に
危

険
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
夜
勤
2
人

体
制
も
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

ま
ま
で
は
患
者
に
寄
り
添
っ
た
看
護

が
で
き
な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

調
査
結
果
の
概
要

▼
8
時
間
以
上
の
長
時
間
勤
務
と
な

る
2
交
替
病
棟
の
割
合
は
、
44
・
9

％
で
過
去
最
多
。
そ
の
う
ち
、
16
時

間
以
上
の
長
時
間
夜
勤
は
病
棟
数
の

44
・
5
％
、
看
護
職
員
数
の
43
・
1

％
だ
っ
た
。

▼
夜
勤
日
数
で
は
、
看
護
師
確
保
法

・
基
本
指
針
に
抵
触
す
る
「
月
9
日

以
上
」
の
夜
勤
は
3
交
替
で
28
・
4

％
、
2
交
替
で「
月
4
・
5
回
以
上
」

は
38
・
2
％
。
特
に
、
重
症
・
重
篤

の
急
性
期
患
者
を
看
る
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
Ｃ

Ｃ
Ｕ
等
で
は
、
3
交
替
45
・
7
％
、

2
交
替
60
・
3
％
で
突
出
し
て
い
た
。

▼
夜
勤
協
定
「
有
」
は
68
・
7
％
、

イ
ン
タ
ー
バ
ル
協
定
「
有
」
は
16
・

3
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

調
査
結
果
は
月

刊「
医
療
労
働
」

12
月
号
に
掲
載

し
て
い
ま
す
↓

医労連の「仲間ふやし」を広げよう医労連の「仲間ふやし」を広げよう健
康
で
安
心
し
て
働
き
た
い
か
ら

大
幅
増
員
・
夜
勤
改
善
求
め
記
者
発
表

２
０
２
２
年
度
夜
勤
実
態
調
査

２
０
２
２
年
度
夜
勤
実
態
調
査
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憲
法
違
反
・
民
主
主

義
破
壊
の
閣
議
決
定

こ
の
原
稿
を
入
稿
し
た
ま

さ
に
今
日
12
月
16
日
、
岸
田

内
閣
は
「
安
保
3
文
書
」
の

改
定
を
閣
議
決
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
「
敵
基
地
攻
撃

能
力
」
の
保
有
や
防
衛
費
の

大
幅
増
な
ど
「
専
守
防
衛
」

と
い
う
こ
れ
ま
で
の
安
全
保

障
政
策
を
大
転
換
す
る
重
大

な
決
定
で
す
。
こ
の
政
策
自

体
が
憲
法
違
反
で
あ
る
と
同

時
に
、
そ
れ
を
国
会
の
議
論

抜
き
に
決
定
す
る
こ
と
は
民

主
主
義
の
破
壊
で
す
。

「
戦
前
」の
始
ま
り
に

す
る
な

こ
れ
ま
で
も
政
府
は
、「
日

本
を
め
ぐ
る
安
全
保
障
環
境

の
変
化
」
を
理
由
に
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
容
認
や
安
保

法
の
制
定
を
は
じ
め
、
戦
争

す
る
国
づ
く
り
を
す
す
め
て

き
ま
し
た
。岸
田
首
相
も「
攻

撃
能
力
」を「
反
撃
能
力
」、

「
侵
略
」
を
「
防
衛
」
と
言

い
換
え
な
が
ら
次
々
と
軍
拡

政
策
を
打
ち
出
し
て
き
ま
し

た
。
3
文
書
に
は
防
衛
費
を

現
在
の
2
倍
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
2

％
）
に
す
る
こ
と
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
財

源
に
つ
い
て「
国
民
の
責
任
」

と
言
っ
て
増
税
や
将
来
世
代

の
借
金
で
あ
る
国
債
を
充
て

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
マ
ス

コ
ミ
を
使
っ
て
「
危
機
感
」

を
煽
り
、
脅
威
に
対
し
て
あ

た
か
も
「
正
当
な
行
為
」
で

あ
る
か
の
よ
う
に
言
葉
を
す

げ
替
え
、
挙
句
の
果
て
に
は

そ
の
負
担
を
国
民
負
担
や
借

金
で
賄
お
う
と
す
る
や
り
方

は
先
の
戦
争
の
「
戦
前
」
そ

の
も
の
で
す
。
「
ふ
た
た
び

白
衣
を
戦
場
の
血
で
汚
さ
な

い
」
た
め
に
も
、
声
を
上
げ

て
「
戦
前
」
の
始
ま
り
を
阻

止
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

「
抑
止
力
」で
い
の
ち

は
守
れ
な
い

岸
田
政
権
を
は
じ
め
、
軍

事
力
強
化
を
す
す
め
る
人
た

ち
の
口
実
は
「
国
民
の
い
の

ち
を
守
る
た
め
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
他
国
の
攻
撃
を
仮

定
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
軍
備

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

軍
事
力
強
化
に
よ
る
「
抑
止

力
論
」
の
前
提
は
戦
争
（
攻

撃
）
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
軍

事
衝
突
が
起
き
れ
ば
戦
争
に

発
展
し
、
国
民
の
い
の
ち
を

危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
し
て
や
相
手
の
国

の
人
の
い
の
ち
は
論
外
で
、

軍
事
力
に
よ
る「
抑
止
力
論
」

で
は
い
の
ち
を
ま
も
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
自
国
で
あ

れ
、
他
国
で
あ
れ
人
の
い
の

ち
を
守
る
た
め
の
本
当
の

「
抑
止
力
」
は
軍
事
衝
突
が

起
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

の
外
交
で
す
。
憲
法
9
条
を

壊
し
て
戦
争
す
る
国
づ
く
り

を
す
る
の
で
は
な
く
、
憲
法

9
条
を
世
界
に
広
げ
る
こ
と

こ
そ
日
本
政
府
が
採
る
べ
き

政
策
で
す
。

国
民
の
い
の
ち
・
く

ら
し
に
財
源
を

防
衛
費
の
2
倍
化
に
よ
っ

て
増
額
さ
れ
る
予
算
は
5
兆

円
、
そ
の
予
算
を
教
育
に
回

せ
ば
「
大
学
授
業
料
の
無
償

化
」
「
児
童
手
当
の
高
校
ま

で
の
延
長
と
所
得
制
限
の
撤

廃
」「
小
・
中
学
校
の
給
食
無

償
化
」等
が
実
現
で
き
ま
す
。

医
療
に
回
せ
ば
「
公
的
保
険

医
療
の
自
己
負
担
ゼ
ロ
」
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
政

治
の
役
割
は
国
民
の
い
の
ち

・
く
ら
し
を
守
る
こ
と
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
騰
に
よ

り
格
差
と
貧
困
が
ま
す
ま
す

深
刻
と
な
っ
て
い
る
今
こ

そ
、
社
会
保
障
の
充
実
に
予

算
を
回
す
べ
き
で
す
。

い
の
ち
ま
も
る
政
治
へ

の
転
換
の
足
掛
り
を

岸
田
首
相
は
就
任
当
初
、

ノ
ー
ト
に
「
国
民
の
声
」
を

書
き
た
め
て
き
た
と
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。
し
か
し
、「
国

民
の
声
」
の
中
に
私
た
ち
庶

民
の
声
は
入
っ
て
い
な
い
こ

と
が
こ
の
一
年
で
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
残
り
任
期
の

3
年
間
は
国
政
選
挙
が
な
い

た
め
、
岸
田
政
権
に
と
っ
て

「
黄
金
の
3
年
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
た

ち
労
働
者
が
一
致
す
る
要
求

で
共
同
を
広
げ
た
た
か
え
ば

政
治
を
変
え
る
こ
と
は
で
き

ま
す
。
声
を
広
げ
、
た
た
か

い
を
広
げ
、
政
権
交
代
へ
の

足
掛
か
り
を
作
る
3
年
に
変

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

米
沢

哲

「ふたたび白衣を戦場の血で汚さない」ために、一人一人が行動を
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